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AJ ワークショップ
難民理解のための体験型セミナー ～日本に逃れてきた難民を知る
日時：12月13日（木）
場所：町田キャンパス30号館301教室
講師：田中 志保（認定NPO法人難民支援協会）
難民とは
難民とは、簡単にいうと、生まれ育った国で迫害を受けて他国へ逃れてくる人たちのことです。
たとえばみなさん、何か大変なことがあって自分の身に危険が及んできたとき、どうされますか？
お友達に助けを求める、警察に行く、裁判を起こすということを含めて日本では何らかの形で解決
することができます。国が命の危険に及ぶような行為をすることはありませんよね。けれども難民
として逃れてくる人たちは、母国の政府に迫害されていることが多くて、国に何かを訴えても解決
できない。だから外に助けを求めて逃れてくるんです。そういう難民の方は日本にもいます。
今日はみなさんが難民になったとして、どんな風に感じるかということをシミュレーションして
みたいと思います。みなさんは、ルーランディアというインド洋に浮かぶ仮想上の小さな島に暮し、
ルーランディア語と英語を少し話します。家族は配偶者と5歳の息子、ジャーナリストとして新聞記
事などで社会の情勢を訴える活動をしています。そしてそのことから政府に目をつけられ狙われて
います。ルーランディア国は軍事政権で、インターネットや新聞、テレビなどを必ず検閲し、街の
あちこちで国民に干渉、定期的な家庭訪問などでチェックをしています。一年前に野党の大きなデ
モ活動がありましたが、それ以降、政府の取り締まりはさらに厳しくなり、多くのジャーナリスト
が弾圧を受けています。
そんな中、昨晩あなたの親しいジャーナリストの友人が捕まったという情報を人づてに聞きまし
た。あなたは、自分にも何らかの危害が加えられるかもしれないと考え、逃げることにします。1分
でバッグに荷物を詰めて、すぐに出かけなくてはいけません。そのとき、あなたは何を持っていき
ますか。どうぞ書いてみてください。
それでは、何を思いつきましたか聞きましょう。パスポート、ビザ、辞書、洋服、家族の写真。
そして、友人が捕まったという証拠。つまり、自分の身に危険が及んでいるという証拠を持って行
こうというのですね。
それから、飛行機に乗りまして、見知らぬ日本というアジアの島国にたどり着いたと設定します。
次のシミュレーションでは、あなたは成田空港に降り立ったということにします。さてこれから
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どうしましょう。今日をどうやって過ごすのか、週末までどうやって生き延びるか。所持金は少し
しかありません。
とりあえず情報収集、寒いので服を買いましょうか。そして難民支援の団体などを探し、落ち着
く。この場合、警察には行けないんです。難民は国から迫害されてきている人が多いので、いわゆ
る警察や国家の取り締まる人などを警戒する傾向にあるからです。ホームレスの方に情報をもらう、
という意見も出ました。実際、公園で数週間過ごしたという女性もいます。はじめは誰を信頼して
いいのかわからないので、ひっそりと人目に触れないように生きていたといっていました。難民の
方は、自分自身を「難民」だと思って逃げてくる人ばかりではありません。身の危険を感じたから
とりあえず逃げてきた、そしてどうしたらいいのかわからない、というのがほとんどです。いろい
ろ情報収集して、難民支援協会にたどり着いて話を聞いてもらうことで、「あなたは難民だから、難
民申請をしますか」というやり取りが始まるわけです。
さて、すぐには支援団体も見つからないでしょうし、住むところも仕事も見つからない。所持金
は日本円に換算すると6万円。それで家族3人分の宿泊費、交通費、食事代を賄わなければなりませ
ん。寒いからコートを買うなどしていると、どんどんお金が無くなります。難民申請をするにも、
入管に行くときの交通費や写真代がかかります。とりあえず、住む所が見つかって、なんとか支援
団体につながったとしても、食べるもの、着るもの、住居以外にも諸々お金が必要です。病気にか
かっていたら、保険に入っていない人もたくさんいますので一回1万円くらいかかってしまう。片道
の交通費だけ持って難民支援協会を訪ねようとしても、日本の交通機関は複雑なので、迷ったあげ
く交通費が無くなってたどり着けなかった、という話もたくさんあるのです。
いかがですか。想像以上に大変そう。明日が見えない。本当にその通りで、難民の方も、未来が
描けない、明日明後日どうなっているかわからない、とおっしゃる方が多いです。
日本の難民
日本では、さて、どのくらい難民の方がいらっしゃるのか、どういう生活をしているのか、DVD
などを交えて紹介したいと思います。
日本にこういった方はトータルでは1万人以上いらっしゃいます。難民申請者の数は、2012年は、
1,867人だった2011年を上回り2,000人を超えるということが確定しております。しかし、残念ながら
難民として認められた人の数は、2011年は21人。認定率は0.3％。非常に少ないです。難民認定では
ないのですが、人道的配慮による在留が認められた人は少し増えています。これには、重い病気が
あって、母国に帰ったら医療を受けられずに命をなくしてしまうだろうという人や、日本在留が長
く家族もいるという人があたります。
難民申請をした人の国籍の数は57国。一番多いのはミャンマーで、ネパール、トルコ、スリラン
カ、パキスタンと続いて、そのほかアフリカのコンゴ民主共和国やエチオピア、ウガンダなどが入っ
ています。トルコからはクルド民族と呼ばれる人たちが多いですね。認められた21人のほとんどが
ミャンマーで、その他が3人です。様々な事情の人が難民申請をしているにも関わらず、認められる
人が少なく、国籍も限られているのが現状です。
ここでDVDをお見せします。
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DVD映像（難民申請をしてから10年かけてやっと認定が下りたというミャンマー人とその家族を
取り巻く状況について）
これは少し前の映像ですので、現在と状況が変わっているところもありますが、難民を取り巻く
状況というのはまだまだ今も改善の余地があると考えられます。日本で難民申請をするにあたり、
その書類というのはとても多く、両手で抱えても余りあるほどです。その中にはたとえば、迫害の
証拠というのが含まれます。拷問を受けていたら、その傷の写真を出したり、体に銃弾が埋まって
いたらレントゲン写真を出したりします。申請者個人の証拠だけでなく、国がいかに人々を迫害し
ているかという情報も有用ですね。そういった書類をそろえる手伝いをしているのが、私たち難民
支援協会の法的支援というグループの仕事の一つということになります。
彼らがなぜ日本に逃れてくるのか。それは主には、逃れる先を選ぶ余裕がないからです。とりあ
えず身の危険があるから逃れたい。そのとき、最初に出たビザが日本のものだった。それで日本に
逃れてきたりするのです。また、すでに自分の家族や親せきが逃れてきているから日本を選んだ、
という人もいます。ミャンマーの人などはそのケースが多くて、母国の民主化も願っているが、逃
れなくてはならない。だから、距離的に近いアジアの国、かつ民主的な国といわれている日本に逃
れてきた、という話を多く聞きます。
そういった方がどんな生活をしているのか。来日直後は家がなく、言葉もわからず、保険がない
ので病院にもなかなか行けず、就労資格がないので働きたくても働けない。今にも崩れ落ちそうな
一軒家やトレーラーハウスなんかに寄り集まって暮らしていたりします。普段の難民支援協会の事
務所には、毎日ものすごい数の方がいらっしゃいますが、待合室が狭いので、みなさん近い距離で
座りあって、疲れてうなだれている方がたくさんいます。お見せできる写真が首から下だけなのは、
自分の個人情報、年齢とか名前とかも含めて、そういったものを人に公表することを非常に警戒し
ているからです。本人もそうですが、母国に残っている家族に何かリスクが及んだりとか、そういっ
たことが考えられるので、私たちも本人の顔を出すことはしていません。インターネットが一台だ
けあるのでそれを見たりもしています。家がない人たちは大きな荷物を抱えて移動する人が多いの
ですが、事務室の一カ所を難民の方の荷物置き場にしてあげたりしています。また、そういった人
の中には、夜じゅう外を歩き回ったり、マックの100円コーヒーで過ごし、事務所が開くと同時に
入ってきて、椅子に座ったり寝袋で寝たりしている人もいるんです。
難民支援協会の活動というのは幅広く、難民への直接支援だけでなく、難民申請のプロセスに関
する制度の課題や現場で見えてきた課題を政策につなげていく、アドボカシー活動にもかなり力を
入れています。それから、難民は日本社会の課題だということで、難民について多くの人に理解し
てもらうために広報活動にも力を入れています。国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の事業実
施パートナーとして、難民申請のお手伝いや生活のサポート、申請が終わってもなかなか日本社会
で生きていくことは難しいので、定住における課題として日本語教育や就職のサポートなど、どう
したら日本でよりよく暮らしていけるかという支援も最近では行っております。そのほか、参加者
の半分ほどは学生ですが、難民アシスタント養成講座も設けておりまして、みなさんにはそういう
場で難民のことを知ってもらって、これからの活動につなげてもらえればと思います。
